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l．はしがき   

生活習慣病の発症と探い関わりのある肥満は、今や全世界的な健康問題として認識されており、  

GlobalとObesityとの合成である“Globesity”なる造語も作られている。こうした状況の中で、  

肥満が形成される前に予防、もしくは早期対応をめざすよう小児期の肥満対策が重要視されてい  

る。一方で、我が国における死因の約3割を占める心疾患、脳血管疾患などの動脈硬化性疾患は、  

肥満に伴う糖・脂質代謝異常、高血圧などが個人に重複して発症する確率が高いことが明らかに  

されており、2005年には内臓脂肪蓄積を基盤としたメタポリックシンドロームといった概念の診  

断基準が国内外の主要学会において策定された。また、分子生物学等の進歩により、以前は単な  

るエネルギーの備蓄庫と考えられていた月旨肪細胞も、現在ではレプチンやアデイポネクテンなど  

多くの生理活性物質（アデイポサイトカイン）を分泌しており、エネルギー代謝調節や糖・脂質代  

謝、血管病変（動脈硬化）と直接的に関与していることが明らかとなっている。こうした中で、成  

人肥満領域におけるメタポリックシンドロームに関する情報は人間ドックや各種検診などのデー  

タにより多数報告されているものの、早期対応が必要な肥満小児におけるメタポリックシンドロ  

ームの実態、ならびに対応策についての情報は少ないのが現状である。本研究ではかかる課題を  

検討するため、本邦肥満小児におけるメタポリックシンドロームの実態を検討し、早期肥満予防  

のための情報源とすること（横断的検討）、ならびに、既にメタポリックシンドロームを有してい  

る肥満小児を対象に個人の病態・体力値に応じた食事療法、運動療法（約4ケ月間）を入院治療  

下で実施し、メタポリックシンドロームに対する影響を検討すること（縦断的検討）を目的とす  

る。  
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